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Welch によるこの仮定は、 Pollaczek， Finchの論文の一般化になっている。








1. 時刻 t における待ち行列の長さ ξ( t) 及び、待ち時間η( t) の過渡解。
2. n 番目の客の出発直後における待ち行列の長さ ξn+:及び、待ち時間ηnの分布O
3. サービス継続期間の長さの分布。
4.ξ(t) 、 ξn+及び、ξn一( n 番目の客の到着直前における待ち行列の長さ)の定常解。
5.η( t) 、 ηnの定常解O
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1.の解は、 Coxによる補助変数の方法を用い、また、 2. の分布は、 Kendall による隠れマル
コフ連鎖の方法により求めた口
更に、これらの結果を用いて1.3 つの仮定のうち、 1 つ乃至 2 つを除くことにより、既知の解が得








本的な待ち合わせ系 M/G/l を大きく一般化する 3 つの仮定をおいているが、これらを同時に取り扱
ったのは本論文が最初である。特性量として、時刻 t における行列の長さと待ち時間、 n 番目の出発
直後の行列の長さ、 n 番目の客の待ち時間、サービス継続時間、の5 つが扱われている。補助変数法と
隠れマルコブ連鎖の方法とを用いですべての特性量の過渡解が求められ、ついで 3 つの仮定のうちの
いくつかを除いた特殊な場合についての先人の結果と照合される。次にそれぞれの過渡解から定常解
が導かれ、それらの聞の相互関係、及び集中度 k とサービス継続時間や待ち時間の関係が調べられ、
最後に集団サービスの場合への拡張も論ぜられている。以上のように本論文は集中サービス方式の待
ち合わせ系をほぼ極限の深さまで研究したものとして価値あるものと認められる。
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